
別
府
と
毛
利
空
桑

一
、
毛
利
空
桑

　
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
「
近
世
の
先
哲
た
ち
」
一
〇
氏
の
中
に
、

大
分
郡
高
田
郷
常
行
村
出
身
の
幕
末
の
勤
皇
学
者
毛
利
空
桑
（
本

名
倹
通
称
至
）
が
入
っ
て
い
る
。

　
空
桑
は
五
四
歳
の
嘉
永
三
年
竺
八
五
〇
）
か
ら
、
安
政
元
年

（
一
八
五
四
）
に
い
た
る
四
年
間
別
府
に
住
し
、
私
塾
を
開
き
初

等
科
教
育
を
行
う
と
共
に
、
『
隅
覚
々
録
』
　
（
ぐ
か
く
か
く
ろ
く
）

著
作
な
ど
の
文
人
活
動
を
行
っ
て
、
別
府
の
地
に
新
し
き
文
化
の

芽
を
活
き
ぶ
か
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　
空
桑
の
生
い
立
ち
か
ら
、
別
府
に
住
す
る
迄
の
経
歴
を
簡
単
に

記
し
て
見
る
。

毛
利
家
は
、
毛
利
元
就
の
弟
元
締
を
始
祖
と
し
、
そ
の
子
孫
が
肥

後
熊
本
藩
領
大
分
郡
常
行
で
帰
農
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
父
太
玄
（
名
は
含
）
は
、
脇
蘭
室
・
帆
足
万
里
と
も
親
交
が
あ

安
　
部
　
和
　
也

り
、
空
桑
は
大
玄
の
次
男
と
し
て
寛
敬
九
年
（
一
七
九
七
）
常
行

村
（
大
分
市
）
に
生
ま
れ
た
。

　
一
四
歳
の
時
に
、
肥
後
藩
主
細
川
俣
の
命
で
鶴
崎
詰
藩
士
の
教

導
方
を
し
て
い
た
、
速
見
郡
小
浦
村
出
身
の
脇
蘭
室
よ
り
漢
学
を

学
ん
だ
。

こ
の
時
は
、
蘭
室
が
没
す
る
四
年
前
の
文
化
七
年
（
一
ハ
ー
○
）

で
あ
っ
た
。
’

　
蘭
室
死
後
の
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
帆
足
万
里
に
師
事
し

て
、
帆
足
門
下
の
四
天
王
に
称
さ
れ
た
。

文
敬
二
年
（
一
ハ
ー
九
）
熊
本
に
出
て
、
肥
後
藩
校
時
習
館
の
大

城
霞
坪
に
学
ん
だ
。

文
敬
五
年
（
一
八
二
二
）
福
岡
亀
井
昭
陽
塾
に
入
門
。
文
敬
七
年

（
一
八
二
四
）
二
七
歳
の
時
、
郷
里
常
行
に
帰
り
私
塾
を
開
き
門

人
教
育
を
行
っ
た
。
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天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
鶴
崎
番
代
（
豊
後
国
肥
後
細
川
領
の

総
元
締
）
に
よ
っ
て
、
私
塾
は
肥
後
細
川
藩
の
援
助
を
受
け
家
塾

と
な
っ
た
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
鶴
崎
士
分
教
導
方
に
任
じ

ら
れ
俸
米
一
〇
俵
が
給
さ
れ
た
。

空
桑
五
四
歳
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
一
月
、
鶴
崎
士
分
教

導
方
（
扶
持
米
一
五
俵
）
を
解
任
さ
れ
た
。

二
、
空
桑
の
別
府
転
居

　
朱
子
学
を
藩
学
と
し
、
幕
府
と
密
接
な
関
係
を
維
持
す
る
佐
幕

派
の
肥
後
細
川
藩
と
、
朱
子
学
の
批
判
者
で
勤
皇
思
想
の
持
ち
主

で
あ
る
空
桑
と
は
、
学
問
思
想
的
に
相
容
れ
な
い
点
が
多
々
あ
っ

た
が
、
空
桑
の
学
者
と
し
て
の
名
声
の
高
き
故
に
、
微
禄
を
持
っ

て
学
開
方
に
登
用
し
て
、
他
藩
え
の
出
奔
を
阻
止
し
て
い
た
。

　
嘉
永
二
年
一
〇
月
一
四
日
、
「
私
儀
天
保
ス
‥
」
年
大
病
両
度
相

煩
後
気
分
不
快
付
（
中
略
）
優
遊
自
適
保
護
専
一
仕
度
（
後
略
）
」

の
辞
表
を
提
出
し
た
。

十
一
月
三
日
、
番
代
所
の
呼
び
出
し
を
受
け
、
そ
の
場
で
解
職
を

言
い
渡
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
心
境
を
詩
で
綴
っ
て
い
る
。

　
　
　
「
世
事
紛
紛
禍
欲
奇
。
吾
候
恩
賜
立
堅
斟
。
自
今
得
似
一
々

　
　
鶴
。
萬
里
江
山
唯
所
之
。
」

要
旨
「
世
の
中
に
は
思
い
が
け
な
い
禍
が
盛
ん
に
起
き
て
お
り
、

　
　
そ
れ
が
福
に
転
ず
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
こ
の
度
自
分
の

　
　
病
気
療
養
の
賜
暇
が
細
川
俣
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

　
　
す
ぐ
さ
ま
暇
を
告
げ
て
役
所
を
出
た
。
今
か
ら
は
空
飛
ぶ
鶴

　
　
の
よ
う
に
万
里
の
彼
方
に
自
由
に
飛
ん
で
い
け
る
ん
だ
」

　
又
『
咽
覚
々
録
』
の
序
文
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
「
前
年
十
一
月
三
日
。
官
辺
檄
召
余
。
余
知
其
非
篭
命
。
唯

　
　
唯
韓
往
。
辺
下
略
」

要
旨
「
前
年
十
一
月
三
日
。
　
鶴
崎
番
台
所
に
出
頭
せ
よ
　
と
の

　
　
命
令
書
を
受
け
取
っ
た
自
分
は
、
命
令
に
し
た
が
っ
て
出
頭

　
　
し
た
。
そ
れ
が
肥
後
細
川
藩
鶴
崎
士
分
教
導
方
を
解
職
さ
れ

　
　
る
呼
出
し
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」

　
翌
三
年
空
桑
は
、
病
気
療
養
を
理
由
に
別
府
え
の
転
居
許
可
を

肥
後
細
川
藩
に
出
願
、
許
可
を
え
て
天
領
別
府
の
佐
藤
与
兵
衛
家

に
身
を
寄
せ
た
。

通
説
に
よ
る
と
、
空
桑
の
別
府
転
居
は
肥
後
細
川
藩
の
親
幕
政
策

に
愛
想
を
尽
か
せ
、
他
藩
に
出
奔
し
て
勤
皇
倒
幕
運
動
を
行
う
た

め
の
準
備
行
動
と
云
わ
れ
て
い
る
。
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だ
と
す
る
と
、
な
ぜ
転
居
先
に
与
兵
衛
家
を
選
ん
だ
か
疑
問
で

あ
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
親
族
（
従
弟
）
で
別
府
万
一
の
豪
商
と
云

わ
れ
た
計
屋
安
倍
貞
則
家
を
当
然
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
う

な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
肥
後
細
川
藩
に
よ
っ
て
仕
組
ま
れ
た

追
放
劇
（
仮
説
）
が
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
追
放
劇
と
は
、
肥
後
細
川
領
内
で
の
勤
皇
倒
幕
運
動
を
封

じ
る
た
め
に
、
別
府
転
居
願
い
が
空
桑
よ
り
出
さ
れ
た
の
を
よ
い

こ
と
に
、
肥
後
細
川
藩
の
息
の
掛
か
っ
た
与
兵
衛
家
（
説
明
は
後

記
）
に
転
居
さ
せ
る
、
言
い
替
え
れ
ば
空
桑
を
天
領
地
え
追
放
し

て
、
肥
後
細
川
藩
監
視
の
下
で
勤
皇
倒
幕
運
動
の
封
じ
込
め
の
手

段
を
採
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
転
居
先
の
佐
藤
与
兵
衛
家
は
、
幕
末
に
至
る
迄
細
川
藩
を
通
し

て
の
捨
扶
持
（
三
人
扶
持
）
が
給
さ
れ
て
お
っ
た
。

即
ち
先
祖
が
、
細
川
藩
と
特
別
な
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
事
を
証

す
る
も
の
と
し
て
次
の
史
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。

府
内
御
横
目
之
衆
の
御
替
、
近
日
披
御
下
向
之

由
二
面
、
一
昨
日
晦
日
、
午
刻
三
、
書
状
披
見

中
候
。

　
殿
様
為
御
使
、
小
笠
原
宮
内
殿
、
被
遺
候
。
府

　
内
辺
無
案
内
候
処
、
其
方
乍
大
儀
、
案
内
二
被

　
参
候
て
、
可
給
候
。

　
其
方
隙
人
事
候
ヘ
バ
、
能
案
内
存
候
も
の
宮
内

　
方
へ
、
被
相
副
、
遣
可
被
申
候
。
為
其
申
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
佐
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
興
長
（
花
押
）

　
　
十
一
月
二
日
　
　
　
長
　
監
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
是
長
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
頼
母
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
長
（
花
押
）

　
　
　
　
別
府
村
　
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い
る

要
旨

元
和
七
年
（
一
六
二
回
　
「
豊
後
目
付
阿
部
四
郎
五
郎
正
之
殿
が
、

近
日
中
に
豊
後
に
赴
任
す
る
と
の
知
ら
せ
を
受
け
た
の
で
、
藩
主

名
代
と
し
て
小
笠
原
宮
内
を
挨
拶
に
府
内
に
派
遣
す
る
の
で
案
内

を
頼
む
」
と
の
小
倉
藩
四
〇
万
石
の
三
大
家
老
の
文
書
で
あ
る
。
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（
こ
の
史
料
は
堀
博
志
著
「
江
戸
時
代
の
別
府
温
泉
史
料
」
よ
り
）

　
空
桑
が
転
居
先
を
親
族
の
計
屋
安
倍
家
を
差
し
お
い
て
、
他
人

の
与
兵
衛
家
を
な
ん
の
理
由
で
選
ん
だ
む
か
、
不
可
解
で
そ
の
理

由
は
見
当
ら
な
い
。
そ
の
時
よ
り
二
七
年
後
の
西
南
戦
争
の
時
、

与
兵
衛
家
一
族
四
名
が
中
津
隊
に
加
わ
り
明
治
新
政
府
打
倒
の
為

戦
い
三
名
戦
死
一
名
重
傷
の
被
害
を
蒙
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て

も
、
勤
皇
家
空
桑
の
転
居
先
を
与
兵
衛
家
が
、
個
人
的
に
引
き
受

け
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
は
肥
後
細
川
藩
の
大
き

な
力
に
よ
る
強
い
要
請
（
空
桑
の
監
視
及
び
倒
幕
運
動
の
阻
止
）

に
よ
っ
て
、
転
居
先
を
引
き
受
け
た
と
し
か
理
由
付
け
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
（
西
南
戦
争
関
連
記
事
は
「
別
府
史
談
四
号
」
に
）

三
、
「
致
刃
高
」

　
嘉
永
三
年
肥
後
細
川
藩
を
解
職
さ
れ
た
空
桑
は
、
夫
人
（
鶴
崎

久
多
羅
木
氏
女
）
・
弐
男
精
（
ち
と
し
一
二
歳
）
・
三
男
莫
（
さ

だ
む
Ｉ
〇
歳
）
　
・
四
男
熊
（
き
く
ま
四
歳
）
の
家
族
を
引
き
連
れ

て
、
別
府
仲
町
の
佐
藤
与
兵
衛
家
内
に
転
居
。
居
宅
を
「
致
刃
高
」

（
ち
じ
ん
か
）
と
名
付
け
て
、
『
咽
覚
々
録
』
を
著
作
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
村
人
の
懇
望
と
精
・
莫

の
友
達
を
つ
く
る
た
め
に
、
私
塾
（
初
等
科
）
を
開
い
て
児
童
教

育
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
当
時
ど
れ
程
の
一
般
人
が
、
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
が
出
来
た
か

を
、
記
し
た
貴
重
な
資
料
が
大
分
に
残
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
高
田
伊
与
床
村
庄
屋
橋
本
氏
が
、

鶴
崎
番
代
所
に
提
出
し
た
私
塾
開
設
の
嘆
願
書
で
あ
る
。

　
　
「
こ
の
と
こ
ろ
在
御
家
人
や
庄
屋
の
子
弟
の
う
ち
で
、
よ
う

　
　
や
く
筆
算
の
心
得
の
あ
る
者
が
い
ま
す
が
、
。
文
学
に
熟
知
し

　
　
た
者
は
Ｉ
人
も
い
ま
せ
ん
…
…
後
略
…
…
」

　
空
桑
私
塾
が
開
設
さ
れ
た
時
代
の
別
府
村
の
教
育
状
態
も
、
こ

の
伊
与
床
村
と
大
差
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
別
府
の
最
初

の
塾
と
さ
れ
て
い
る
南
石
垣
矢
田
梅
洞
の
私
塾
対
岳
檜
が
開
設
さ

れ
る
（
文
久
三
年
）
よ
り
は
、
一
三
年
前
の
空
桑
私
塾
開
設
で
あ

る
。
　
空
桑
私
塾
は
、
空
桑
の
別
府
転
居
先
佐
藤
与
兵
衛
家
の
屋
敷

（
蔵
屋
敷
）
内
に
あ
り
、
明
治
四
五
年
か
ら
大
正
一
五
年
に
至
る

ま
で
の
、
公
立
別
府
幼
稚
園
が
開
設
さ
れ
て
い
た
場
所
が
、
空
桑

私
塾
の
跡
地
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
蔵
屋
敷
と
は
、
秋
葉
神
社
道
を
隔
て
た
北
側
よ
り
、
旧
太
呂
辺
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町
に
至
る
一
帯
の
与
兵
衛
家
屋
敷
内
に
、
幕
府
預
か
り
蔵
が
在
っ

た
の
で
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
と
か
。

　
幕
府
の
蔵
が
何
時
ま
で
在
っ
た
か
不
明
な
れ
ど
、
米
屋
堀
七
左

衛
門
が
お
蔵
所
年
番
を
辞
め
、
酒
株
を
収
得
し
て
酒
造
業
を
始
め

た
の
が
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
と
云
わ
れ
て
い
る
。
幕
府
の
蔵

が
そ
れ
ま
で
蔵
屋
敷
内
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
仲
町
の
大
火
で
、
与
兵
衛
家
は
焼

失
し
て
い
る
の
で
、
致
刃
高
を
は
じ
め
空
桑
ゆ
か
り
の
建
物
も
共

に
灰
埴
に
き
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
与
兵
衛
家
は
そ
の
後
の
維
新
に
よ
っ
て
、
没
落
し
た
が
蔵
屋
敷

の
地
名
は
残
り
、
昭
和
初
期
ま
で
秋
葉
神
社
北
側
の
地
を
地
元
人

は
、
蔵
屋
敷
と
呼
ん
で
い
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
堀
博
志
著
「
別
府
近
世
旧
家
略
譜
」
と
、
現
在
秋
葉
神
社
に
掲

示
さ
れ
て
い
る
「
秋
葉
神
社
由
来
板
」
に
も
、
蔵
屋
敷
の
地
名
が

記
さ
れ
て
お
る
。

　
空
桑
私
塾
が
開
設
さ
れ
て
い
た
場
所
（
蔵
屋
敷
）
確
認
の
た
め

に
市
教
育
委
員
会
に
出
向
き
、
大
正
時
代
の
別
府
幼
稚
園
開
設
場

所
調
査
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
別
府
生
ま
れ
の
古
老
を
探
し
て

聞
き
廻
っ
た
。
両
方
共
、
確
た
る
返
答
が
得
ら
れ
ず
半
ば
諦
め
て

い
た
と
こ
ろ
、
光
町
野
々
下
喜
好
翁
八
三
歳
（
野
々
下
米
穀
店
主
）

が
、
大
正
年
間
に
別
府
幼
稚
園
を
卒
業
さ
れ
、
現
在
も
「
か
く
し
ゃ

く
」
と
活
躍
さ
れ
て
い
る
を
聞
き
、
直
ぐ
さ
ま
訪
問
し
て
ご
教
授

を
願
っ
た
。

　
野
々
下
翁
が
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
卒
業
し
た
当
時
の
別
府

幼
稚
園
は
、
秋
葉
神
社
前
の
旧
国
道
を
流
川
に
向
か
っ
て
約
三
五

メ
ー
ト
ル
行
っ
た
地
よ
り
、
山
手
（
西
）
に
向
か
っ
て
約
三
〇
メ
ー

ト
ル
入
る
路
地
の
突
き
当
た
り
（
路
地
は
現
存
し
て
お
り
当
時
楠

湯
通
は
な
か
っ
た
）
　
一
帯
で
、
そ
の
一
角
に
神
沢
氏
（
初
代
の
別

府
市
長
）
の
住
居
が
、
当
時
在
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
と
教
え
て

下
さ
っ
た
。

　
（
『
別
府
史
談
第
九
号
』
秋
葉
神
社
考
に
、
徳
川
幕
府
は
街
道
筋

の
建
物
ご
法
度
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
記
し
た
が
、
秋
葉
神
社
と

同
じ
よ
う
に
幕
府
預
か
り
蔵
も
、
街
道
筋
に
は
建
っ
て
い
な
か
っ

た
）

　
別
府
幼
稚
園
が
仲
町
に
あ
っ
た
歴
史
を
、
『
大
分
県
教
育
百
年

史
』
に
も
と
づ
い
て
記
し
て
み
る
。
。

　
　
一
、
明
治
三
四
年
別
府
尋
常
小
学
校
に
併
設
さ
れ
る

　
　
二
、
々
　
三
九
年
北
尋
常
小
学
校
付
属
幼
稚
園
と
改
称
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三
、
々
　
四
五
年
幼
稚
園
を
仲
町
に
移
転

　
　
四
、
大
正
　
元
年
　
別
府
町
立
幼
稚
園
と
改
称

　
　
五
、
々
　
一
四
年
　
別
府
北
幼
稚
園
と
改
称

　
　
六
、
々
　
一
五
年
　
仲
町
園
舎
よ
り
北
小
学
校
内
に
移
転

　
空
桑
私
塾
の
塾
生
に
つ
い
て
、
「
二
豊
史
談
」
　
（
堀
博
忠
著
）

に
よ
る
と
、
当
時
の
出
席
簿
に
は
何
々
屋
何
某
の
氏
名
で
四
九
名

が
記
さ
れ
て
お
る
。
そ
の
中
で
判
っ
た
者
は
別
府
村
で
六
名
、
浜

脇
村
は
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
（
「
二
豊
史
談
」
著
作
権
不
明
に

つ
き
氏
名
の
公
表
は
控
え
る
）

　
当
時
塾
生
で
あ
っ
た
○
○
屋
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
は
、
天
保
一
三
年
（
一

八
四
二
）
生
れ
な
の
で
、
空
桑
私
塾
で
学
ん
だ
と
き
は
ハ
・
九
歳

児
で
あ
っ
た
。
他
の
塾
生
も
お
そ
ら
く
同
年
令
で
あ
っ
た
こ
と
が

想
像
で
き
る
。

　
空
桑
の
教
育
方
針
は
、
厳
格
で
門
弟
の
家
門
格
式
で
扱
い
を
差

別
す
る
こ
と
な
く
、
何
人
に
も
平
等
に
臨
ま
れ
、
空
桑
教
育
の
特

色
は
、
「
文
あ
り
て
武
な
き
は
真
の
文
人
に
あ
ら
ず
、
武
あ
り
て

文
な
き
は
真
の
武
人
に
あ
ら
ず
」
の
文
武
画
道
教
育
を
行
っ
た
と

い
わ
れ
る
の
で
、
別
府
私
塾
に
お
け
る
児
童
教
育
は
、
寺
子
屋
形

態
で
読
み
書
き
・
そ
ろ
ぎ
ん
（
算
数
）
　
・
習
字
の
三
教
科
と
武
道

体
育
が
主
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
空
桑
が
旺
盛
な
る
勤
皇
学
者

で
あ
っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
日
本
国
は
神
国
で
あ
り
万
世
一
系
の

天
皇
に
、
忠
義
を
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
「
尊
皇
論
」
を
子
供
に
判

り
易
く
説
き
、
「
人
間
は
全
て
平
等
で
あ
る
こ
と
」
を
、
基
本
に

し
た
文
武
画
道
の
教
育
を
行
わ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　
五
八
歳
の
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
伊
像
三
島
に
招
か
れ
て
、

別
府
を
離
れ
る
ま
で
の
四
年
間
、
「
致
刃
高
」
の
私
塾
で
児
童
教

育
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
空
桑
が
致
刃
高
で
著
作
し
た
『
咽
覚
々
録
』
そ
の
内
容
は
、
中

国
・
日
本
の
偉
人
の
故
事
来
歴
を
簡
単
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
序
文
の
最
後
に
「
毛
利
倫
撰
於
別
府
致
刄
高
」
と
、
続
編

『
呼
覚
々
録
』
に
も
「
嘉
永
三
年
十
月
。
余
卒
覚
々
録
結
撰
於
別

府
致
刄
高
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
致
刃
高
に
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
　
一
〇
月
一
六
日
に
吉

田
松
陰
が
来
訪
し
て
い
る
。

　
別
府
市
史
に
は
、
残
念
な
が
ら
「
致
刃
高
毛
利
空
桑
」
に
関
す

る
記
事
が
皆
無
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
立
図
書
館
蔵
書
の
な
か
に

『
咽
覚
々
録
』
を
は
じ
め
空
桑
著
作
本
を
収
録
し
た
『
毛
利
空
桑

全
集
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
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四
、
交
友
関
係

　
空
桑
の
在
別
中
、
別
府
人
の
誰
々
と
交
友
し
た
か
は
定
か
で
は

な
い
が
、
寄
宿
先
の
家
主
佐
藤
与
兵
衛
順
策
勝
重
。
従
兄
弟
の
計

屋
安
倍
貞
則
。
文
人
の
俣
屋
（
た
ば
こ
や
）
荒
金
呉
石
等
と
交
友

し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
の
で
、
そ
の
三
氏
に
つ
い
て
簡
単

欠
記
し
て
み
る
。

　
順
策
勝
重

空
桑
の
転
居
先
町
佐
藤
巽
兵
衛
家
は
、
当
時
の
別
府
村
に
お
け
る

有
力
者
で
あ
っ
た
。

　
小
坂
の
小
村
か
ら
横
灘
の
中
心
地
別
府
村
庄
屋
に
転
入
し
て
き

た
高
倉
家
に
対
し
て
、
そ
れ
が
高
松
役
所
の
命
令
で
あ
っ
て
も
、

別
府
村
人
の
俳
他
的
風
当
た
り
は
激
し
く
庄
屋
の
職
責
の
遂
行
を

妨
げ
る
ほ
ど
で
、
そ
の
う
え
庄
屋
策
之
助
の
性
格
を
と
も
な
っ
て

常
に
公
私
に
わ
た
っ
て
紛
争
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で

実
子
の
守
男
（
現
朝
見
神
社
宮
司
神
日
出
男
氏
の
曽
祖
父
）
を
朝

見
神
社
の
神
家
に
養
子
に
出
し
、
高
倉
家
に
は
巽
兵
衛
順
策
勝
重

の
末
弟
敏
之
進
を
、
三
女
き
ぎ
の
婿
養
子
と
し
て
迎
え
た
。

　
即
ち
神
家
、
興
兵
衛
家
と
政
略
的
に
縁
組
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
の
妥
協
を
図
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
に
そ
の
後
の
高

倉
家
を
記
す
と
、
高
倉
敏
之
進
の
長
男
定
三
（
初
代
別
府
村
長
）
、

二
男
悳
、
三
男
駒
太
（
初
代
別
府
町
長
）
、
末
子
兵
吉
と
も
嗣
子

に
恵
ま
れ
ず
、
昭
和
初
期
に
別
府
高
倉
家
は
絶
家
と
な
っ
た
。

　
空
桑
は
順
策
勝
重
に
乞
わ
れ
て
、
巽
兵
衛
家
の
文
書
類
を
整
理

中
に
「
武
家
不
断
枕
」
を
発
見
。
そ
の
内
容
に
大
い
に
感
動
し
た

が
浅
野
長
矩
刃
傷
の
原
因
が
、
幕
府
の
塩
田
政
策
に
あ
る
と
批
判

し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
世
に
出
す
こ
と
な
く
ヤ
ミ
に
葬
ら
れ
た
。
　
　
　
】

　
通
訳
で
は
、
『
武
家
不
断
枕
』
の
存
在
を
予
て
よ
り
聴
い
て
い
　
　
　
8
9

た
空
桑
は
ヽ
強
く
読
書
を
希
望
し
た
が
本
の
所
侍
者
死
亡
で
ヽ
目
　
　
　
一

的
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
幕
府
を
批
判
し
た
本
の
存
在
を
隠
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
、

順
策
勝
重
と
空
桑
の
共
謀
の
策
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
順
策
勝
重
は
、
一
子
助
七
に
堀
助
之
丞
家
（
助
七
の
母
方
の
実

家
）
を
嗣
が
せ
る
た
め
親
子
し
て
堀
家
に
入
り
一
時
堀
順
策
を
称

し
た
が
、
再
び
佐
藤
家
に
戻
り
油
屋
順
策
を
呼
称
し
た
。

　
佐
藤
興
兵
衛
家
に
つ
い
て
は
、
前
途
（
空
桑
の
別
府
転
居
）
と

　
「
別
府
史
談
創
刊
号
」
の
（
武
家
不
断
枕
）
及
び
『
同
史
談
八
号
』



の
（
中
浜
地
蔵
尊
の
造
立
）
に
も
触
れ
て
い
る
の
で
参
考
ま
で
に
。

　
貞
則

別
府
に
在
住
中
の
空
桑
は
、
親
族
計
屋
安
倍
貞
則
（
従
弟
）
と
、

特
に
深
く
交
遊
し
て
い
た
と
い
う
。
『
咽
寛
々
録
』
の
序
文
の
中

に
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
前
文
略
。
下
哺
従
弟
阿
部
生
来
明
。
家
人
始
知
。
以
下
略
」

要
旨

　
「
空
桑
が
解
職
さ
れ
た
こ
と
は
、
午
後
四
時
す
ぎ
に
心
配
し
て
訪

れ
た
従
弟
貞
則
に
よ
っ
て
、
家
人
は
初
め
て
知
っ
た
」

　
海
門
禅
寺
の
東
側
の
的
ケ
浜
に
、
入
り
船
の
目
標
に
な
る
ほ
ど

の
大
松
が
あ
っ
た
が
、
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
に
枯
死
し
た

の
で
、
計
屋
安
倍
繁
右
衛
門
貞
清
か
二
代
目
松
を
植
え
「
的
ケ
浜

松
」
　
「
海
門
寺
弧
松
」
　
「
根
上
が
り
の
松
」
と
呼
ば
れ
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
昭
和
三
六
年
に
枯
死
し
た
の
で

切
り
倒
さ
れ
た
。
こ
の
二
代
目
松
を
植
樹
し
た
繁
右
衛
門
貞
清
と

は
、
貞
則
の
祖
父
で
あ
る
。

　
貞
則
の
父
貞
保
は
、
日
出
藩
金
融
御
用
達
を
つ
と
め
。
横
灘
一
、

二
を
競
う
豪
商
と
い
わ
れ
て
お
り
、
特
に
萬
里
と
は
親
交
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　
当
時
の
別
府
に
は
、
大
名
家
の
金
融
御
用
達
を
つ
と
め
た
豪
商

は
、
計
量
安
倍
家
を
は
じ
め
米
屋
堀
家
（
延
岡
藩
肥
後
藩
府
内
藩
）

荻
屋
荒
金
家
（
府
内
藩
）
が
存
在
し
、
当
時
の
別
府
の
繁
栄
ぶ
り

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
計
量
安
倍
家
は
、
帆
足
萬
里
・
毛
利
空
桑
と
交
遊
の
あ
っ
た
別

府
を
代
表
す
る
名
家
（
文
人
）
で
あ
っ
た
。

　
空
桑
が
貞
則
の
墓
誌
銘
を
撰
し
て
い
る
。

安
倍
貞
則
墓
表
（
『
空
桑
全
集
』
よ
り
）

　
　
君
氏
安
倍
。
譚
貞
則
。
通
称
陽
三
郎
。
長
改
繁
右
衛
門
。

　
　
従
中
津
藩
丸
山
氏
学
文
事
騎
法
。
従
長
田
氏
学
散
楽
。

　
　
又
姻
於
点
茶
煎
茶
和
歌
。
応
日
出
候
貸
賃
之
命
賜
鞍
。

　
　
高
松
府
以
君
性
行
醇
謹
。
恩
賜
泉
乃
盃
屡
。
竟
許
配
謁
見
。

　
　
前
室
杵
築
田
仲
氏
。
挙
二
女
。
継
室
鶴
崎
久
多
良
木
氏
。

　
　
挙
四
男
。
万
延
元
年
四
月
三
日
君
卒
。
享
年
六
十
三
。

　
　
四
男
皆
受
余
教
。
請
余
撰
文
鎮
碑
。
余
興
君
友
善
。
如
君

　
　
闘
里
所
称
善
人
非
邪
。
亦
不
易
得
。
於
是
乎
旅
以
善
人
二
字
。

要
旨

　
安
倍
貞
則
・
通
称
陽
三
郎
は
、
計
量
当
生
名
を
襲
名
し
て
繁
右

衛
門
を
名
乗
る
。
文
学
乗
馬
を
中
津
藩
の
丸
山
氏
、
能
楽
茶
道
和
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歌
を
長
田
氏
に
学
ん
だ
。

　
日
出
藩
金
融
御
用
達
の
功
積
に
よ
っ
て
藩
主
木
下
侯
よ
り
鞍
を

拝
領
し
た
。
又
高
松
代
官
は
貞
則
の
温
順
な
性
質
と
、
つ
つ
ま
し

き
行
動
を
大
変
お
賞
め
に
な
り
、
夫
人
同
道
の
代
官
所
出
入
り
を

も
許
可
さ
れ
た
。

　
先
妻
（
杵
築
の
田
仲
氏
）
に
二
女
を
、
後
妻
（
鶴
崎
久
多
羅
木

氏
）
に
は
四
男
の
合
計
六
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
た
が
、
万
延
元
年

四
月
三
日
六
三
歳
を
も
っ
て
天
寿
を
全
う
し
た
。
四
人
の
男
子
は

自
分
（
空
桑
）
の
門
下
生
と
な
っ
て
学
問
を
修
め
た
。
墓
誌
銘
を

頼
ま
れ
た
の
で
次
の
詞
を
贈
る
。

　
　
「
自
分
（
空
桑
）
は
君
（
貞
則
）
を
か
け
が
え
な
き
「
善
き
友
」

　
　
と
思
っ
て
お
る
。
君
亡
き
あ
と
「
善
き
友
」
に
は
再
び
め
ぐ

　
　
り
会
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
孔
子
が
云
う
「
善
人
」
と
は

　
　
君
の
様
な
人
を
指
し
て
言
う
言
葉
で
、
自
分
は
君
に
「
善
人
」

　
　
の
称
号
を
贈
り
君
の
友
情
に
感
謝
す
る
」

　
呉
石

空
桑
が
別
府
に
転
居
し
て
き
た
と
き
、
荒
金
呉
石
は
六
十
六
歳
。

空
桑
は
常
行
村
、
呉
石
は
乙
津
村
の
蕪
高
田
郷
出
身
と
い
う
同
郷

の
よ
し
み
で
、
な
に
か
と
空
桑
の
面
倒
を
み
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
　
「
荻
屋
」
は
旧
別
府
村
の
田
畑
九
割
を
、
所
有
し
て
い
た
と
い

う
昔
話
が
伝
っ
て
い
る
。
事
実
は
一
六
町
歩
（
当
時
の
別
府
村
の

課
租
田
畑
は
約
九
〇
町
歩
）
で
、
そ
の
資
産
現
在
に
換
算
す
る
と
、

土
地
だ
け
で
約
百
億
（
坪
当
た
り
二
十
万
と
し
て
計
算
）
に
な
る
。

　
そ
の
コ
快
屋
」
は
南
町
の
本
家
と
仲
町
の
分
家
と
に
分
か
れ

（
呉
石
は
分
家
）
青
趾
・
生
姜
を
一
手
で
生
産
販
売
す
る
と
共
に
、

酒
・
醤
油
・
味
噌
・
麹
の
醸
造
販
売
を
家
業
と
し
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
一

銘
酒
　
志
ら
雪
・
醤
油
　
高
砂
・
味
噌
　
明
け
ぼ
乃
・
麹
　
初
霜
　
　
9
1

と
書
か
れ
た
空
桑
自
筆
の
看
板
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
れ
を
自
慢
に
　
　
　
】

し
て
い
た
と
い
う
。

　
荻
屋
の
最
盛
期
は
、
初
代
市
郎
兵
衛
の
孫
・
荒
金
市
郎
兵
衛
通

亮
の
時
代
で
、
そ
の
市
郎
兵
衛
通
亮
（
文
政
一
〇
年
一
八
二
七
歿
）

が
、
死
亡
し
て
Ｉ
〇
年
経
っ
た
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
な
る

も
、
荻
屋
の
跡
取
り
は
未
だ
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
時
庄
屋
に

出
さ
れ
た
書
類
に
よ
る
と
「
儀
ハ
郎
（
呉
石
）
は
商
売
不
熱
心
で

商
売
人
に
は
不
向
き
云
々
」
と
記
さ
れ
て
お
る
。
こ
の
と
き
の
こ

と
を
別
府
人
は
「
荻
屋
騒
動
」
と
云
う
。
即
ち
通
亮
の
死
に
よ
っ



て
荻
服
は
、
本
来
荒
金
家
の
血
筋
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
べ
き
も

の
を
、
呉
石
が
池
邦
家
の
血
筋
に
塗
り
替
え
た
事
件
と
聞
い
て
お

る
。
（
後
記
呉
石
墓
誌
銘
を
参
考
）

　
そ
の
呉
石
が
、
俣
服
の
実
権
を
握
っ
た
の
は
、
五
五
歳
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
が
、
本
家
当
主
名
の
市
郎
兵
衛
は
勿
論
、
分
家
の

当
生
名
惣
右
衛
門
さ
え
も
、
襲
名
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
う
。

　
空
桑
は
呉
石
の
墓
誌
銘
も
撰
し
て
い
る
。

荒
余
呉
石
翁
墓
誌
銘
（
『
空
桑
全
集
』
よ
り
）

　
　
呉
石
翁
緯
通
直
。
以
儀
ハ
郎
行
。
他
邦
氏
之
男
。
出
嗣
荒
余

　
　
氏
畢
一
男
。
譚
通
久
。
出
嗣
長
門
。
因
養
以
首
一
氏
之
仲
男

　
　
通
孝
。
今
嗣
。
室
通
久
之
孟
女
。
翁
明
治
二
年
六
月
五
日
卒
。

　
　
翁
家
政
之
暇
耽
悦
俳
学
胱
呉
石
。
又
貌
梅
守
。
以
其
庭
有
大

　
　
梅
樹
美
壮
絶
倫
也
。
作
句
精
巧
。
騒
人
珍
賞
。
余
悉
翁
性
行
。

　
　
今
書
其
碑
。
且
繋
銘
。
々
日
。

　
　
梅
室
高
潔
。
誰
守
肖
翁
。
隠
西
湖
上
。
吟
孤
山
中
。

要
旨

　
荒
余
儀
八
郎
は
、
大
分
郡
乙
津
村
庄
服
地
邦
家
よ
り
「
荻
服
」

仲
町
の
分
家
に
婿
養
子
（
二
代
目
惣
右
衛
門
の
女
津
江
）
と
し
て

入
り
、
男
子
市
三
郎
（
津
江
死
亡
に
よ
っ
て
池
邦
一
族
よ
り
後
妻

を
娶
る
そ
の
子
な
り
）
を
恚
う
け
る
。

　
本
家
市
郎
兵
衛
の
養
嗣
子
に
す
る
た
め
南
町
本
家
に
市
三
郎
を

送
り
こ
み
、
通
久
を
名
乗
ら
せ
る
。
仲
町
の
分
家
は
、
宇
佐
郡
の

郷
＋
立
以
首
氏
の
次
男
宗
＋
郎
を
、
養
子
に
迎
え
て
通
孝
を
名
乗

ら
せ
、
本
家
に
送
り
こ
ん
だ
通
久
の
長
女
（
儀
ハ
郎
の
孫
）
を
娶

ら
せ
て
分
家
の
跡
を
嗣
せ
た
。
本
家
分
家
と
も
儀
ハ
郎
即
ち
鶴
崎

池
部
氏
の
血
脈
を
充
て
た
の
で
あ
る
。

　
儀
ハ
郎
は
家
業
の
暇
を
み
て
は
俳
句
を
作
り
、
俳
号
を
長
石
又

は
梅
守
と
号
し
た
。
彼
の
作
っ
た
句
は
、
俳
人
仲
間
で
は
非
の
う

ち
と
こ
ろ
の
な
い
素
晴
ら
し
き
出
来
栄
え
だ
と
誉
め
称
え
た
。

呉
石
翁
に
次
の
詞
を
贈
る
。

　
「
翁
の
俳
句
の
作
風
は
高
潔
で
、
翁
亡
き
あ
と
そ
の
作
風
を
誰
が

継
ぐ
だ
ろ
う
か
」

五
、
空
桑
と
そ
の
他
の
別
府
人

　
肥
後
藩
鶴
崎
家
塾
知
来
館
門
弟
者
数
は
約
一
千
人
と
言
わ
れ
て

お
り
、
門
弟
者
名
簿
に
載
っ
て
お
る
者
は
そ
の
内
の
八
九
〇
人
。

其
の
中
の
別
府
出
身
者
は
、
浜
脇
村
出
身
の
松
尾
高
仙
・
松
尾
淵

之
助
の
二
名
だ
け
で
あ
る
。
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日
出
藩
出
身
者
は
こ
一
人
。
杵
築
藩
出
身
者
は
一
六
犬
。
別
府

か
ら
の
門
弟
が
、
他
所
に
比
べ
て
少
な
い
の
は
、
別
府
が
幕
府
領

で
佐
幕
派
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
の
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。

　
空
桑
の
師
帆
足
萬
里
門
下
生
の
十
傑
と
称
さ
ら
れ
た
野
田
村
出

身
の
後
藤
柏
園
な
る
学
者
は
、
空
桑
の
別
府
移
住
待
に
は
既
に
故

人
と
な
っ
て
い
た
が
、
空
桑
が
墓
誌
銘
を
撰
し
て
い
る
の
で
こ
こ

に
記
し
て
み
る
。

　
拍
園
生
恭
墓
誌
銘
（
『
空
桑
全
集
』
よ
り
）

　
　
君
誹
恭
。
宇
土
恭
。
通
称
薫
平
。
氏
後
藤
。
南
豊
速
見
郡
野

　
　
田
村
人
也
。
宅
中
有
柏
樹
。
且
無
官
許
不
得
称
氏
。
因
以
柏

　
　
園
氏
。
。
君
天
才
奇
敏
。
朧
壮
不
興
。
悪
々
如
仇
。
居
恒
峻
拒

　
　
俗
客
。
不
聴
則
極
目
罵
去
之
。
故
或
以
為
狂
生
。
其
少
也
。

　
　
学
無
師
授
。
殼
喜
読
易
。
有
待
布
善
奇
中
鶏
犬
。
一
日
用
帆

　
　
足
翁
。
感
悟
改
輪
。
自
後
唯
翁
之
教
是
安
承
。
才
益
長
。
学

　
　
益
精
。
作
為
文
章
。
健
有
逸
韻
。
嗜
酒
目
飲
。
萄
有
生
夫
来
。

　
　
未
言
不
延
人
。
々
則
酌
。
々
則
酔
。
々
則
臥
。
雌
滝
留
旬
月
。

　
　
亦
無
厭
苦
形
於
辞
色
。
五
娶
皆
尋
去
之
。
竟
買
妾
不
復
妾
。

　
　
無
子
。
身
動
家
一
政
無
所
遺
漏
。
多
生
資
貨
。
窮
乏
者
往
々

　
　
仰
其
愉
非
世
所
称
腐
儒
匹
濤
也
。
養
脇
氏
次
子
為
嗣
。
事
母

　
　
孝
謹
。
及
其
卒
。
君
哀
毀
遂
病
。
天
保
十
一
年
仲
冬
十
四
日

　
　
卒
。
享
年
四
十
。
帆
足
翁
謂
余
日
。
興
柏
園
生
友
善
者
。
莫

　
　
卿
若
也
。
卿
当
銘
其
墓
。
未
果
。
今
茲
仲
夏
。
北
豊
金
子
生

　
　
来
人
促
日
。
吾
師
士
恭
之
墓
。
木
将
棋
矣
。
然
而
朱
有
碑
施

　
　
其
行
義
。
謙
等
毎
展
。
朱
書
不
緩
且
悲
悸
。
敢
以
煩
周
筆
。

　
　
余
亦
呟
然
嗚
呼
。
為
之
銘
者
。
舎
余
其
誰
居
。
銘
日
。

　
　
世
端
敵
綻
。
或
富
有
貧
。
富
者
躍
進
。
貧
者
魅
人
。
唯
君
則

　
　
否
。
潤
屋
肩
身
。
居
得
窮
閻
。
寿
非
霊
椿
。
渠
多
満
志
。
予

　
　
怪
蒼
哭
。

要
旨

　
名
を
恭
・
士
恭
と
も
書
く
、
通
称
は
薫
平
。
速
見
郡
野
田
村

後
藤
一
族
の
出
身
で
あ
る
。
後
藤
姓
を
名
乗
る
許
し
を
得
て
い
な

か
っ
た
の
で
柏
園
を
号
し
た
。
生
れ
つ
き
賢
く
決
断
力
に
優
れ
悪

に
対
し
て
は
敢
然
と
立
ち
向
か
う
勇
気
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。

学
問
を
す
る
に
当
り
最
初
は
師
に
つ
か
ず
、
一
人
独
学
で
易
経
を

好
ん
で
読
み
、
時
に
は
善
（
め
ど
ぎ
）
を
用
い
た
本
格
的
な
易
を

占
っ
て
人
々
を
感
心
さ
せ
た
。
或
る
時
帆
足
万
里
先
生
に
お
会
い

し
て
学
問
に
対
す
る
考
え
方
の
間
違
い
に
気
付
き
万
里
先
生
の
門

下
生
と
な
る
。
彼
の
才
能
は
先
生
の
教
え
に
よ
っ
て
開
花
し
万
里
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｜

｜

｜

は
人
を
惑
わ
し
社
会
に
害
毒
を
ま
き
散
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　
君
は
徳
を
積
み
家
を
栄
え
さ
せ
学
者
と
し
て
社
会
に
貢
献
出
来

た
が
、
多
く
の
志
を
残
し
て
他
界
し
た
。
そ
れ
に
引
替
え
自
分
は

年
老
い
た
醜
い
姿
を
さ
ら
し
て
い
る
。
替
わ
れ
る
も
の
な
ら
替
わ
っ

て
や
る
も
の
を
」

七
、
そ
の
後
の
空
桑

　
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
空
桑
は
、
賜
暇
期
限
の
延
長
を
肥
後

藩
に
願
い
出
た
が
、
世
の
中
の
大
勢
が
尊
王
論
に
傾
い
て
い
た
の
　
　
　
一

で
、
空
桑
の
願
い
は
認
め
ら
れ
ず
帰
藩
を
促
さ
れ
、
空
桑
は
や
む
　
　
9
4

な
く
鶴
崎
に
帰
省
し
大
在
に
私
塾
を
開
い
た
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
同
四
年
肥
後
藩
は
空
桑
に
五
人
扶
持
を
給
し
、
新
た
に
塾
の
土

地
と
建
築
費
を
下
賜
し
た
。
空
桑
は
現
在
の
県
史
跡
知
来
館
の
地

に
居
宅
と
家
塾
（
知
来
館
）
を
設
け
た
。

　
知
来
館
の
教
育
は
、
文
武
画
道
を
修
め
る
を
目
標
と
し
た
。
こ

の
教
育
方
針
に
賛
同
し
て
豊
後
国
は
勿
論
、
九
州
四
国
中
国
近
畿

の
各
地
か
ら
塾
生
は
集
ま
っ
た
。

　
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
桜
田
門
の
変
以
降
、
急
激
に
討
幕
運

動
が
台
頭
し
こ
れ
に
影
響
さ
れ
て
、
藩
中
に
尊
皇
佐
幕
の
二
派
を

一 一 一 一

門
下
生
十
傑
の
一
人
に
称
さ
れ
る
程
成
長
し
特
に
文
章
を
綴
る
こ

と
に
優
れ
て
い
た
。

　
彼
は
文
学
を
解
せ
ぬ
人
を
好
ま
ず
、
時
に
は
門
前
払
い
を
す
る

こ
と
が
有
っ
た
の
で
狂
人
に
さ
れ
る
こ
と
も
有
っ
た
。

　
酒
を
好
み
来
訪
者
に
は
酒
食
で
も
て
な
し
＋
ケ
月
滞
在
す
る
客

が
い
て
も
厭
う
事
は
無
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
妻
に
な
る

女
が
い
な
か
っ
た
の
で
嗣
子
に
恵
ま
れ
ず
、
小
浦
の
脇
屋
氏
の
次

男
早
太
（
恕
一
）
を
養
嗣
子
に
迎
え
た
。

　
彼
は
大
変
な
母
親
孝
行
者
で
あ
っ
た
の
で
、
母
親
の
死
を
嘆
き

悲
し
み
病
気
と
な
り
、
天
保
十
年
十
一
月
十
四
日
享
年
四
十
歳
で

歿
し
た
。

　
万
里
先
生
は
君
の
事
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
悲
し
ん
で
お
ら

れ
る
。
「
柏
園
は
学
究
の
徒
し
て
最
善
の
友
で
あ
っ
た
」
の
に
、

残
念
な
が
ら
其
の
友
を
亡
く
し
た
。
彼
の
墓
誌
を
銘
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
に
五
月
に
な
っ
て
も
未
だ
出
来
て
い
な
い
。

　
君
の
教
え
子
安
心
院
の
金
子
生
か
ら
早
く
墓
碑
を
建
て
て
下
さ

い
と
催
促
を
う
け
て
お
る
。

　
君
に
次
の
詞
を
贈
る
「
学
者
は
日
々
学
問
の
研
讃
に
有
り
、
学

識
の
豊
富
な
学
者
は
社
会
に
貢
献
で
き
る
が
、
そ
う
で
無
い
学
者



持
ち
、
そ
の
対
応
に
苦
し
ん
で
い
た
府
内
・
佐
伯
・
臼
杵
・
岡
・

森
の
各
藩
は
、
空
桑
の
も
と
に
使
い
を
送
り
国
内
情
勢
の
推
移
を

た
だ
し
、
そ
れ
に
対
処
す
る
最
善
の
方
策
を
問
い
合
わ
せ
た
。

空
桑
は
、
尊
皇
佐
幕
の
功
罪
を
説
き
、
時
代
の
波
に
乗
り
送
れ
な

い
よ
う
諭
し
た
の
で
あ
る
。

’
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
に
よ
り
、
朝
廷
が

「
幕
府
軍
を
討
て
」
と
の
勅
命
が
発
せ
ら
れ
て
、
空
桑
の
唱
え
る

尊
皇
運
動
が
、
医
し
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　
明
治
一
七
年
九
月
、
油
布
院
温
泉
で
湯
治
中
発
病
自
宅
療
養
の

為
、
鶴
崎
に
帰
る
途
中
の
Ｉ
〇
月
ご
Ｊ
目
に
、
別
府
に
立
ち
寄
り

米
屋
旅
館
に
一
泊
し
て
い
る
。

　
　
こ
一
月
、
空
桑
の
病
重
き
が
天
朝
に
達
し
、
次
ぎ
の
叙
文
を
以
っ

て
、
従
六
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。

　
「
夙
（
つ
と
）
に
勤
王
の
志
厚
く
巽
（
さ
き
）
に
國
事
多
難
の
際

霊
力
功
労
不
少
依
て
特
旨
を
以
て
従
六
位
に
披
叙
候
事
」

一
七
日
、
空
桑
は
病
を
お
し
て
礼
服
を
着
用
、
東
方
に
向
か
っ
て

礼
拝
し
て
拝
受
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
日
よ
り
五
日
後
の
二
二
1
3
午
後
四
時
に
八
七
歳
の
天
寿
を

全
う
し
、
二
五
日
高
田
村
常
行
に
葬
ら
れ
た
。

　
長
男
登
は
西
寒
田
神
社
宮
司
に
、
次
男
精
は
有
楢
川
宮
家
に
仕

え
た
。
毛
利
家
を
嗣
い
た
三
男
莫
は
、
明
治
二
七
年
第
四
回
衆
議

員
選
挙
に
当
選
、
国
会
議
員
と
し
て
國
事
に
奔
走
し
た
。

四
男
熊
は
家
系
図
に
よ
る
と
不
碑
（
ふ
り
ん
）
と
添
え
書
き
が
付

さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
成
出
来
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
文
中
の
漢
文
は
『
空
桑
全
集
』
よ
り
の
転
記
で
、
要
旨
の
文
章

は
五
〇
数
年
前
旧
制
中
学
で
履
修
し
た
学
力
で
記
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
参
考
資
料

『
毛
利
空
桑
全
集
』
　
　
『
鶴
崎
町
史
』
　
　
『
大
分
市
史
』

『
毛
利
空
桑
』
　
　
『
鶴
崎
市
史
人
物
陥
』

『
大
分
県
教
育
百
年
史
』
　
　
「
秋
葉
神
社
由
来
板
」

　
堀
博
志
著
の
「
二
豊
史
談
」
　
　
「
江
戸
時
代
の
別
府
史
料
」

「
別
府
近
世
旧
家
略
譜
」
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